
実習で考え方を学ぶ 分子進化ゲームをしよう

このゲームでは、「中立な変異は偶然によって集団内に固定される」ことにもとづいて、「長い年

月の間に変異はほぼ一定の速さで蓄積され、種間の差が大きくなる」ことをシミュレーションします。

シートに示されているのは、ある生物の、あるタンパク質の 1 ～ 20 番目のアミノ酸配列と、DNA
の鋳型鎖の塩基配列です。この部分の配列がかなり大幅に変異しても、この生物の生存や繁殖には影

響しないことを前提に、ゲームを進めます。

1 回のルーレット試行は「生殖細胞に生じたある変異が何世代かを経てその集団に固定された」こ
とを示しています。（生じた変異がすぐに集団全体の変異になるわけではない！）

この生物には、互いに隔離されていて交雑のないＡ集団とＢ集団があり、それぞれ、別の変異が蓄積

していきます。さらに、長い年月の経過ののち、Ａ集団から分岐して、隔離されたＣ集団が生じます。


